
内
外
か
ら
若
者
を
含
め
新
し

い
人
が
集
ま
り
、
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
折
尾
総
合
整
備
事
務
所
】

〇
こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況

　「住
み
や
す
く
、
魅
力
的

で
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、

課
題
① 

交
通
環
境
の
改
善
、

課
題
② 

交
通
結
節
機
能
の

向
上
、
課
題
③ 

住
環
境
の

改
善
の
３
つ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
平
成
16
年
度
か

ら
、
鉄
道
を
高
架
化
す
る

「
連
続
立
体
交
差
事
業
」、
幹

線
道
路
を
整
備
す
る
「
街
路

事
業
」、
住
環
境
を
改
善
す

る
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」

の
3
事
業
を
一
体
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
、（
令
和
３

年
１
月
）
新
折
尾
駅
舎
の
完

成
、（
令
和
４
年
３
月
）
折

尾
駅
周
辺
の
鉄
道
高
架
化
が

全
線
完
了
し
、
令
和
５
年
に

は
北
側
駅
前
広
場
の
供
用
、

同
年
９
月
に
は
商
業
施
設

「
え
き
マ
チ
１
丁
目
折
尾
」

が
開
業
す
る
な
ど
、
折
尾
駅

周
辺
は
ま
ち
が
大
き
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

〇
今
後
の
予
定

　令
和
７
年
度
は
駅
南
側
を

中
心
に
駅
前
広
場
や
そ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
、
周
辺
宅
地
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
折
尾
地
区
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
北
九

州
市
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、

民
間
投
資
を
呼
び
込
み
、
市

■ 折尾地区総合整備事業
　折尾駅を中心とした既成市街地を「学園都市」や「学術研究都市の玄関口」
にふさわしい地域拠点として再整備するため、連続立体交差事業・街路事業・
土地区画整理事業を一体的に実施

■課題

■事業効果 ■これまでの成果・今後の整備

課題１

交通環境の改善
・幹線道路の整備
・踏切の除去
　（鉄道高架化）

課題２

交通結節機能の向上
・折尾駅及び駅前広場の
再配置

課題３

住環境の改善
・区画道路の整備
・密集市街地の解消

効果１ 効果２

効果３ 効果４

「９箇所の踏切」の
除却による渋滞解消

駅や駅前広場の整備によ
る交通結節機能の向上

土地区画整理事業
による住環境の改善

民間投資の促進や地域の
活性化に大きく寄与し、
活力のあるまちが実現

折尾駅北側駅前広場　令和５年４月完成

えきマチ１丁目折尾
令和５年9月開業

折尾駅南駅前広場（イメージパース）　
令和８年春 供用開始予定

※実際の施工とは異なる場合があります。
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地
区
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折
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地
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辺
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及
び
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折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

静
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
（
１

月
22
日
）
と
区
会
長
研
修
バ

ス
車
内
（
２
月
16
日
）
で
行

わ
れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連

理
事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
緩

和
に
つ
い
て

　
１
月
19
日
、
折
尾
東
小
学

校
（
齊
藤
美
幸
校
長
）
体
育

館
で
地
域
住
民
95
人
の
ほ
か

　
1
月
31
日
、
折
尾
東
市
民

セ
ン
タ
ー
（
寺
本
裕
美
館

長
）
で
折
尾
地
区
自
治
区
会

連
合
会
防
犯
部
会
（
木
村
栄

久
部
会
長
）
主
催
の
防
犯
講

習
会
が
あ
り
、
各
自
治
区
会

か
ら
52
人
が
参
加
し
た
。

　
１
月
17
日
、
赤
坂
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
横
田
弘
道
会

長
）
主
催
の
警
察
・
学
校
合

同
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
が
あ
り
、

赤
坂
市
民
セ
ン
タ
ー
（
中
山

民
子
館
長
）
に
生
活
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
や
見
守
り
隊
、

地
域
住
民
、
折
尾
警
察
署
、

　
12
月
21
日
、
陣
原
市
民
セ

ン
タ
ー
（
長
野
美
和
館
長
）

で
「
陣
原
わ
く
わ
く
教
室
」

が
あ
り
、
三
世
代
交
流
の
催

て
い
た
営
利
目
的
で
の
使
用

が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

５
０
０
０
円
以
上
の
商
品
販

売
は
で
き
な
い
。
悪
質
な
商

法
（
ね
ず
み
講
、
マ
ル
チ
商

法
、
貴
金
属
の
押
し
買
い
な

ど
）
は
引
き
続
き
利
用
で
き

な
い
。
使
用
料
は
規
定
の
５

倍
で
、
予
約
は
地
域
の
活
動

を
優
先
。
平
成
７
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
。

●
地
域
力
ア
ッ
プ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
現
在
、
八
幡
西
区
で
は
自

治
会
・
町
内
会
加
入
率
が

■
御
開
自
治
区
会

〔
仲
賢
六
郎
会
長
〕

【
内
容
】
御
開
自
治
区
会
内

（
御
開
一
丁
目
〜
五
丁
目
・

本
城
学
研
台
一
丁
目
〜
三
丁

目
・
大
字
本
城
）
の
通
学
路

に
お
い
て
、
児
童
の
登
下
校

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
更

な
る
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
へ
向
け
て
の
関
係

機
関
の
ご
支
援
を
頂
き
た
く

提
案
す
る
。

１
．
対
象
地
区
　
御
開
自
治

区
会
内
通
学
路
で
、
特
に
幅

員
が
狭
い
或
い
は
歩
道
が
未

設
置
の
地
区

２
．
目
的

①
児
童
の
安
全
確
保

②
登
下
校
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
負
担
軽
減
（
児
童

の
不
注
意
に
よ
り
過
去
数
回

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
あ
り
）

③
学
校
関
係
者
（
教
職
員
）

と
の
情
報
共
有

※
補
足
　
工
事
期
間
が
短
期
、

か
つ
緊
急
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
行
政
の
判
断
に
よ
り
対

象
外
も
有
り
得
る
。

【
回
答
】
公
共
工
事
の
事
前

連
絡
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

自
治
会
、
町
内
会
に
回
覧
す

る
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。

学
校
へ
の
連
絡
は
、
通
学
路

の
有
無
、
工
事
の
規
模
や
歩

行
者
動
線
の
変
更
を
伴
う
も

の
な
ど
を
勘
案
し
、
個
別
に

判
断
し
て
い
る
。
今
後
、
指

定
通
学
路
上
で
工
事
を
行
う

際
に
は
、
必
ず
学
校
へ
連
絡

す
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
及
び
関
係
者
に
周
知
徹

底
し
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

■
光
貞
自
治
区
会

〔
前
田
孝
夫
会
長
〕

【
経
過
】
平
成
18
年
、
光
楽

会
（
光
貞
台
の
老
人
ク
ラ

ブ
）
の
茶
話
会
で
、
団
地
内

へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
の
要
望

　
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
改

正
が
あ
り
、
幅
広
い
層
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
主
催
の
有
料
の
講

演
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
講
師
主

催
の
有
料
の
学
習
教
室
、
企

業
主
催
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
、

学
生
や
子
育
て
世
代
が
展
示

即
売
も
行
え
る
生
活
発
表
会

な
ど
、
こ
れ
ま
で
規
制
さ
れ

消
防
関
係
者
が
参
加
し
て
折

尾
東
市
民
防
災
会
（
大
我
憲

太
郎
会
長
）
主
催
の
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
。

　
八
幡
西
区
役
所
地
域
防
災

担
当
の
田
中
剛
係
長
と
吉
津

強
主
査
の
指
導
の
下
、
３
班

に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
床

　
講
師
の
北
九
州
市
消
費
生

活
相
談
員
協
会
の
梅
下
勝
巳

会
長
か
ら
現
在
社
会
的
問
題

に
な
っ
て
い
る
様
々
な
詐
欺

な
ど
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
参
加
し
た
横
山
ミ
チ
ヨ
さ

ん
（
浅
川
日
の
峯
）
は
「
い

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
気

を
付
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

ね
」
と
話
し
て
い
た
。

※
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い
に
く
い

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

赤
坂
小
学
校
な
ど
関
係
者
15

人
が
集
合
。
３
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
た
。
ま
た
同
日
、
折
尾
東

ま
ち
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
茂
岡
重
男
隊
長
）
の
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
わ
れ
た
。

折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
（
寺

本
裕
美
館
長
）
に
は
オ
レ
ン

ジ
色
の
ベ
ス
ト
を
着
た
隊
員

な
ど
12
名
が
集
合
。
折
尾
駅

を
中
心
に
し
た
コ
ー
ス
を
巡

回
し
た
。

し
と
し
て
、
親
子
連
れ
や
陣

原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど

47
人
が
、
ロ
ン
グ
巻
き
寿
司

作
り
に
再
挑
戦
し
た
。

　
今
回
は
机
を
斜
め
に
設
置

し
、
海
苔
、
シ
ャ
リ
、
寿
司

ネ
タ
を
順
序
良
く
並
べ
、
一

斉
に
巻
き
上
げ
て
完
成
し
た
。

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

を
敷
き
、
段
ボ
ー

ル
製
の
間
仕
切
り

を
組
み
立
て
て
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
を
作
り
上
げ
た
。

　
参
加
し
た
堀
野

咲
空
さ
ん
（
丸
尾

町
）
は
「
避
難
所

で
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
か
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た
。

◎
知
ら
な
い
人
を
家
に

入
れ
な
い
◎
知
ら
な
い

人
か
ら
の
電
話
に
出
な

い
◎
個
人
情
報
を
伝
え

な
い
◎
家
族
や
知
人
な

ど
話
が
で
き
る
関
係
作

り【相
談
窓
口
】

北
九
州
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
１
・
０
９
９
９

　
12
m
50
㎝
と
前

回
を
3
m
40
㎝

超
過
し
て
記
録
を

更
新
す
る
と
、
会

場
か
ら
ワ
ー
ッ
と

大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
。
最
後
は

老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
部
が
作
っ

た
み
そ
汁
と
巻
き

寿
司
で
交
流
を

図
っ
た
。

年
々
低
下
し
、
歯
止
め
が
き

か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

八
幡
西
区
自
治
総
連
合
会
で

は
、
地
域
の
防
災
力
や
環
境

衛
生
を
維
持
す
る
た
め
、
加

入
率
を
上
げ
て
「
地
域
力

ア
ッ
プ
」
の
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に

実
施
し
た
活
動
見
直
し
勉
強

会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
設
置
し
、
加
入
率
を

上
げ
る
ア
イ
デ
ア
や
事
業
内

容
、
勉
強
会
の
テ
ー
マ
等
の

検
討
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

が
出
て
、
平
成
21
年
６
月
、

鷹
木
研
一
郎
議
員
を
通
し
て

北
九
州
市
議
会
に
要
望
書
を

提
出
。
平
成
22
年
12
月
６
日

か
ら
10
日
間
調
査
運
行
が
あ

り
、
平
成
24
年
１
月
４
日
か

ら
６
か
月
間
施
行
運
転
が
実

施
さ
れ
た
が
、
本
運
転
に
移

行
す
る
条
件
を
満
た
せ
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
何
度
か

お
願
い
し
た
が
、
採
算
面
と

常
時
乗
務
員
の
確
保
な
ど
で

自
治
区
会
の
要
請
に
は
答
え

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

【
現
状
】
平
成
29
年
に
太
陽

家
具
が
撤
退
し
、
そ
の
後
の

土
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
た
。
太
陽
家
具
の
時
の

バ
ス
停
「
光
貞
台
」
は
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
た
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
地
内
か
ら
外
さ

れ
、
従
来
と
は
違
っ
て
非
常

に
窮
屈
な
バ
ス
停
と
な
り
、

乗
客
数
も
少
な
く
、
バ
ス
停

「
千
代
ケ
崎
」
ま
で
歩
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

【
要
望
】【
内
容
】
光
貞
台
一

丁
目
の
太
陽
家
具
の
後
に
で

き
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
の
路

線
を
光
貞
台
公
民
館
ま
で
延

長
し
、
現
在
の
光
貞
台
バ
ス

停
を
公
民
館
前
に
変
更
を
し

て
ほ
し
い
。

【
回
答
】「
光
貞
台
」
バ
ス
停

を
運
行
し
て
い
る
便
を
「
光

貞
公
民
館
」
を
通
る
経
路
に

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

バ
ス
を
乗
り
入
れ
て
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
道
幅
が
狭

く
バ
ス
が
中
央
車
線
を
は
み

出
し
て
運
行
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
や
光
貞
公
民
館
（
公

園
）
前
の
鋭
角
の
交
差
点
が

回
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状

で
は
、
運
行
経
路
の
変
更
は

難
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

団
地
内
を
運
行
す
る
こ
と
で

騒
音
や
家
が
揺
れ
る
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
現
在
「
光
貞

台
」
バ
ス
停
を
運
行
す
る
大

型
バ
ス
は
、
学
研
都
市
方
面

な
ど
、
お
客
様
の
多
い
系
統

の
た
め
、
中
型
（
小
型
）
車

両
へ
変
更
は
で
き
な
い
。
現

在
８
割
を
超
え
る
赤
字
系
統

の
維
持
に
加
え
、
深
刻
な
運

転
者
不
足
の
た
め
、
中
型

（
小
型
）
車
両
に
よ
る
新
規

運
行
は
難
し
い
。

【
交
通
局
営
業
推
進
課
】

　
令
和
６
年
11
月
20
日
に
行

わ
れ
た
令
和
６
年
度
区
政
懇

談
会
の
内
容
を
掲
載
。

折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合
会
定
例
会
議

地
域
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

  
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」設
置

令
和
6
年
度 

区
政
懇
談
会 

パ
ー
ト
②

　
　
　
の

対
処
法
を
伝
授

▼
防
犯
講
習
会
▲

詐
欺

折尾東市民防災会

避難所に
プライベート空間
設営

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で

                       

を

ア
ピ
ー
ル

『
防
犯
』

陣原市民センター

ロング巻き寿司
12ｍ50cm

記録更新に
大喝采！

1250cm

❸
御
開
自
治
区
会
内
の
本
城

小
学
校･

ひ
び
き
の
小
学

校
通
学
路
上
で
の
八
幡
西

区
役
所
発
注
工
事
等
の
事

前
連
絡
に
つ
い
て

講師の話を真剣に耳を傾ける参加者

段ボール製の間仕切を組み立てる参加者

巻き寿司の完成を喜ぶ参加者（陣原市民センター提供）

折尾警察署広崎係長の挨拶を受ける参加者

市民センターに集ったパトロール隊

赤坂

折尾東

阿　部

■福岡県知事許可（1）第16450号
■（社）福岡県宅地建物取引業協会会員

八幡西区千代ヶ崎2-2-14　スタディハイツⅡ1F
TEL（093）555-4840　FAX（093）777-2337

E-mail:main@daigaku-mae.com
http://daigaku-mae.com/

大学前不動産株式
会社

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

2025年（令和７年）３月15日第529号奇数月刊



　
１
月
11
日
、
北
九
州
市
八

幡
西
消
防
団
出
初
表
彰
伝
達

式
が
八
幡
西
消
防
署
で
行
わ

れ
、
永
年
勤
続
功
労
者
な
ど

多
く
の
団
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
本
紙
配
付
地
域
の
表
彰
者

　
２
月
10
日
、
浅
川
小
学
校

体
育
館
で
浅
川
市
民
セ
ン

タ
ー
（
原
田
弘
恵
館
長
）、

　
２
月
23
日
、
本
城
公
園
中

央
広
場
で
第
３
回
「
お
ひ
ら

き
フ
ェ
ス
タ
」
が
あ
り
、
大

旗
）
第
３
分
団
【
福
岡
県
消

防
協
会
長
表
彰
】
永
年
勤
続

表
彰
〔
40
年
〕=

安
永
晴
美

⑹
〔
30
年
〕=

竹
井
誠
二
⑷
、

田
代
善
通
⑹
〔
20
年
〕=

木

村
剛
⑶
〔
15
年
〕=

内
田
伸

次
郎
⑷
〔
10
年
〕=

松
﨑
雄

大
（本）
、
吉
丸
亜
希
子
（本）
、
武

田
義
瞳
⑶
、
原
田
祐
介
⑷
、

荒
田
真
臣
⑸
、
於
久
隆
之
⑸
、

■
御
開
自
治
区
会

〔
仲
賢
六
郎
会
長
〕

【
内
容
】
御
開
自
治
区
会
内

（
御
開
一
丁
目
〜
五
丁
目
・

本
城
学
研
台
一
丁
目
〜
三
丁

目
・
大
字
本
城
）
の
通
学
路

に
お
い
て
、
児
童
の
登
下
校

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
更

な
る
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
へ
向
け
て
の
関
係

機
関
の
ご
支
援
を
頂
き
た
く

提
案
す
る
。

１
．
対
象
地
区
　
御
開
自
治

区
会
内
通
学
路
で
、
特
に
幅

員
が
狭
い
或
い
は
歩
道
が
未

設
置
の
地
区

２
．
目
的

①
児
童
の
安
全
確
保

②
登
下
校
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
負
担
軽
減
（
児
童

の
不
注
意
に
よ
り
過
去
数
回

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
あ
り
）

③
学
校
関
係
者
（
教
職
員
）

と
の
情
報
共
有

※
補
足
　
工
事
期
間
が
短
期
、

か
つ
緊
急
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
行
政
の
判
断
に
よ
り
対

象
外
も
有
り
得
る
。

【
回
答
】
公
共
工
事
の
事
前

連
絡
に
つ
い
て
は
、
工
事
の

お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

自
治
会
、
町
内
会
に
回
覧
す

る
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。

学
校
へ
の
連
絡
は
、
通
学
路

の
有
無
、
工
事
の
規
模
や
歩

行
者
動
線
の
変
更
を
伴
う
も

の
な
ど
を
勘
案
し
、
個
別
に

判
断
し
て
い
る
。
今
後
、
指

定
通
学
路
上
で
工
事
を
行
う

際
に
は
、
必
ず
学
校
へ
連
絡

す
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
及
び
関
係
者
に
周
知
徹

底
し
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

■
光
貞
自
治
区
会

〔
前
田
孝
夫
会
長
〕

【
経
過
】
平
成
18
年
、
光
楽

会
（
光
貞
台
の
老
人
ク
ラ

ブ
）
の
茶
話
会
で
、
団
地
内

へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
の
要
望

は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団
）

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
永
年

勤
続
功
労
者
表
彰=

木
村

剛
⑶
【
北
九
州
市
消
防
長
表

彰
】
優
良
表
彰=

竹
井
誠

二
⑷
、
岡
部
満
弘
⑹
【
八
幡

西
消
防
団
長
表
彰
】
優
良
表

彰=

江
島
満
輝
⑶
、
池
田

博
文
⑶ 

優
良
分
団
（
表
彰

浅
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
舟
木
ヤ
ス
子
会
長
）、
安

全
・
安
心
部
会
（
川
本
信
行

部
会
長
）、
浅
川
小
学
校

（
吉
田
理
恵
校
長
）
共
催
の

体
験
型
防
災
学
習
の
授
業
が

あ
り
、
４
年
生
１
２
４
人
や

地
域
住
民
等
が
参
加
し
た
。

勢
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
や
縁
日
な
ど
の
テ
ン
ト

の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

開
店
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

縁
日
の
テ
ン
ト
で
は
、
子
ど

　
最
初
に
八
幡
西
消
防

署
予
防
課
尾
上
晋
太
郎

係
長
の
質
問
形
式
の
授

業
に
生
徒
た
ち
は
、次
々

と
活
発
な
意
見
を
述
べ

て
い
た
。
次
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
好
き
っ
ち
ゃ
北
九

州
の
入
門
真
生
理
事
長

が
防
災
に
因
ん
だ
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
を
出
題
。

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み

な
が
ら
防
災
を
学
ん
だ
。

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

を
敷
き
、
段
ボ
ー

ル
製
の
間
仕
切
り

を
組
み
立
て
て
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
を
作
り
上
げ
た
。

　
参
加
し
た
堀
野

咲
空
さ
ん
（
丸
尾

町
）
は
「
避
難
所

で
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
か
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た
。

も
た
ち
が
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
家

庭
で
眠
っ
て
い
た
お
宝

が
並
び
、
気
に
入
っ
た

品
物
を
探
し
求
め
る
人

で
賑
わ
っ
た
。

　
寒
さ
厳
し
い
季
節
で

あ
っ
た
が
、
地
域
の
笑

顔
が
咲
い
た
一
日
と

な
っ
た
。

　
12
m
50
㎝
と
前

回
を
3
m
40
㎝

超
過
し
て
記
録
を

更
新
す
る
と
、
会

場
か
ら
ワ
ー
ッ
と

大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
。
最
後
は

老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
部
が
作
っ

た
み
そ
汁
と
巻
き

寿
司
で
交
流
を

図
っ
た
。

吉
田
基
次
⑹
優
良
消
防
団
員

=

藤
崎
佑
治
⑷
、
浦
喜
寛
⑷

優
良
消
防
団
員
（
県
消
防
操

法
大
会
）=

小
南
豊
隆
・
米

倉
孝
典
・
野
田
蒼
太
朗
・
羽

立
優
希
・
三
好
貴
久
・
白
橋

大
介
・
池
田
博
文
⑶
親
子
兄

弟
夫
婦
消
防
団
員
（
夫
婦
）

=

水
野
絢
貴
（本）
・
水
野
忍
⑷

【
北
九
州
消
防
協
会
長
表
彰
】

優
良
団
員=

西
村
恵
美
子

（本）
、
宮
園
智
⑶
優
良
団
員

（
ポ
ン
プ
操
法
出
場
者
）=

小
南
豊
隆
・
米
倉
孝
典
・
野

田
蒼
太
朗
・
羽
立
優
希
・
三

好
貴
久
・
白
橋
大
介
・
池
田

博
文
⑶
【
日
本
消
防
協
会
長

表
彰
】
精
績
章=

小
南
豊

隆
⑶

が
出
て
、
平
成
21
年
６
月
、

鷹
木
研
一
郎
議
員
を
通
し
て

北
九
州
市
議
会
に
要
望
書
を

提
出
。
平
成
22
年
12
月
６
日

か
ら
10
日
間
調
査
運
行
が
あ

り
、
平
成
24
年
１
月
４
日
か

ら
６
か
月
間
施
行
運
転
が
実

施
さ
れ
た
が
、
本
運
転
に
移

行
す
る
条
件
を
満
た
せ
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
何
度
か

お
願
い
し
た
が
、
採
算
面
と

常
時
乗
務
員
の
確
保
な
ど
で

自
治
区
会
の
要
請
に
は
答
え

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

【
現
状
】
平
成
29
年
に
太
陽

家
具
が
撤
退
し
、
そ
の
後
の

土
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
た
。
太
陽
家
具
の
時
の

バ
ス
停
「
光
貞
台
」
は
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
た
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
地
内
か
ら
外
さ

れ
、
従
来
と
は
違
っ
て
非
常

に
窮
屈
な
バ
ス
停
と
な
り
、

乗
客
数
も
少
な
く
、
バ
ス
停

「
千
代
ケ
崎
」
ま
で
歩
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

【
要
望
】【
内
容
】
光
貞
台
一

丁
目
の
太
陽
家
具
の
後
に
で

き
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
の
路

線
を
光
貞
台
公
民
館
ま
で
延

長
し
、
現
在
の
光
貞
台
バ
ス

停
を
公
民
館
前
に
変
更
を
し

て
ほ
し
い
。

【
回
答
】「
光
貞
台
」
バ
ス
停

を
運
行
し
て
い
る
便
を
「
光

貞
公
民
館
」
を
通
る
経
路
に

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

バ
ス
を
乗
り
入
れ
て
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
道
幅
が
狭

く
バ
ス
が
中
央
車
線
を
は
み

出
し
て
運
行
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
や
光
貞
公
民
館
（
公

園
）
前
の
鋭
角
の
交
差
点
が

回
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状

で
は
、
運
行
経
路
の
変
更
は

難
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

団
地
内
を
運
行
す
る
こ
と
で

騒
音
や
家
が
揺
れ
る
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
現
在
「
光
貞

台
」
バ
ス
停
を
運
行
す
る
大

型
バ
ス
は
、
学
研
都
市
方
面

な
ど
、
お
客
様
の
多
い
系
統

の
た
め
、
中
型
（
小
型
）
車

両
へ
変
更
は
で
き
な
い
。
現

在
８
割
を
超
え
る
赤
字
系
統

の
維
持
に
加
え
、
深
刻
な
運

転
者
不
足
の
た
め
、
中
型

（
小
型
）
車
両
に
よ
る
新
規

運
行
は
難
し
い
。

【
交
通
局
営
業
推
進
課
】

訂正とお詫び
　１月 15 日号の表彰記事で、
受章者の住所「光貞台４」は
「浅川学園台４」の間違いで
した。赤坂ふれあいまつりの
記事で「西和台」は「星和台」
の間違いでした。訂正してお
詫びします。

浅川小４年生
クイズやゲームで
防災学習

八
幡
西
消
防
団

　
　
　
出
初
表
彰
伝
達
式

表
彰
で　

団
員
を
激
励

御開自治区会

第３回
おひらき
フェスタ

第３回
おひらき
フェスタ

❹
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更
と

バ
ス
停
変
更
に
つ
い
て

段ボール製の間仕切を組み立てる参加者

巻き寿司の完成を喜ぶ参加者（陣原市民センター提供）

講師の質問に手を挙げて答える子どもたち

大勢の家族連れで賑わうフェスタ会場

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

立
春
の
後あ

と

の
吹
雪
に
紅う

め梅
二
輪

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

菜
の
花
や
心
待
つ
色
が
皆
い
や
す

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

朝
ま
だ
き
も
の
の
芽
に
耳
澄
ま
し
け
り

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

足
る
を
知
り
己
を
律
し
て
生
き
る
よ
う

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
父
母
が
諭さ

と

し
た
遠
い
日
の
春は

る

木
蓮
の
つ
ぼ
み
が
枝
に
ス
タ
ン
バ
イ

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
陽
光
射
す
日
を
待
ち
わ
び
な
が
ら

降ふ

り
し
き
る
雪
の
す
だ
れ
の
向む

こ
う
に
は

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
山さ

ざ
ん
か

茶
花
赤
く
風
に
ふ
る
え
る

皿
倉
山
見
事
な
夜
景
日
本
一

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

ラ
ン
ド
セ
ル
別
れ
を
告
げ
る
通
学
路

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

見
切
り
品
群
が
る
中
に
わ
れ
も
入い

る

小
野
ミ
チ
子
（
三
ツ
頭
）

美
し
い
角
度
を
さ
ぐ
る
自
撮
り
棒

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

御
利
益
が
あ
り
そ
な
千
円
の
み
く
じ

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

雪
国
の
鳥
の
さ
え
ず
り
春
が
く
る

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

猫
横
切
り
プ
ロ
パ
ン
並
ぶ
う
つ
ぼ
の
店

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

静
寂
を
破
る
稲
妻
僧
の
喝

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

高齢者サポートサービス
～あなたの暮らしを支える安心と信頼～
「生活の困りごと、ひとりで抱え込まないで！」

地域密着で安心！　専門スタッフが対応！
費用についても相談可能！

地域高齢者サポートセンター

☎093-644-0700      担当：齋藤・吉村

八幡西区
陣原
1-14-28

Web: https://www.rssc.jp
Mail: info.rssc0700@gmail.com

相談
無料！

お困りの方は
お気軽にお電話ください！

サービス内容
日常生活支援
　買い物代行、掃除、
　外出の付き添い
身元保証サービス
　施設入居時・入院時

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

　「売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
悪
意

や
心
無
い
批
判
に
対
し
、
受
け
と
め
な
け
れ
ば
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
言
っ
た
相
手
に
返
り
ま
す
。
悪
口
や
心

無
い
批
判
、意
地
悪
に
対
す
る
基
本
は「
受
け
取
ら
な
い
」

こ
と
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

『
悪
口
は
、
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
相
手
に
戻
る
』
お
釈
迦
様



方
米
（
約
十
万
坪
）
に
及
ぶ

い
わ
ば
折
尾
の
「
城
」
で
あ

り
、
周
囲
は
質
実
共
に
「
医

大
城
下
町
」
と
も
い
え
そ
う

な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
地
に
明
治
維
新
、

〝
城
下
町
〞
が
存
在
し
た
こ

と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
徳
川
時
代
の
終
末
期
に
、

筆
頭
家
老
の
「
ご
本
陣
」

　
幕
末
期
当
時
の
筑
前
藩
主

は
、
十
一
代
黒
田
長な

が
ひ
ろ溥
で
あ

る
。
長
溥
は
実
は
薩
摩
藩
九

代
重し

げ
ひ
で豪
の
九
男

で
、
黒
田
藩
に

養
子
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
の
頃
の
薩
摩
藩
は
、
司

馬
遼
太
郎
作
の
「
翔
ぶ
が
如

く
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
尊
皇
派
で
あ
り
、

元
々
反
幕
の
家
系
で
あ
る
。

　
黒
田
家
は
、
初
代
長
政

以
来
の
佐
幕
派
で
あ
り
、

長
溥
は
養
子
に
出
さ
れ
た

も
の
の
、
本
家
へ
の
反
抗

も
あ
り
、
黒
田
藩
の
家
風

通
り
の
佐
幕
派
と
な
り
、

薩
摩
藩
の
佐
幕
派
亡
命
武

士
を
庇
護
し
て
、
本
家
と

は
対
立
し
て
い
た
。

　
歴
史
の
流
れ
と
し
て
、
今

日
か
ら
見
れ
ば
〝
維
新
丸
〞

に
は
乗
り
遅
れ
た
悲
劇
の
藩

主
と
も
い
え
る
。

　
こ
の
長
溥
を
補
佐
す
る
役

目
の
家
老
三
名
、
そ
の
筆
頭

家
老
の
野
村
東
馬
は
、
当
然

罰
す
る
等
の
大
粛
正
も
行
っ

た
。

　
筑
前
藩
の
勤
王
の
女
流
歌

人
野
村
望
東
尼
（
一
八
〇
六

〜
六
七
）
な
ど
も
勤
王
者
と

し
て
姫
島
に
流
さ
れ
て
い
る

（
の
ち
高
杉
晋
作
ら
に
救
出

さ
れ
た
が
、
三
田
尻
で
一
八

六
七
年
病
没
）。

　
こ
う
し
た
大
粛
正
の
後
、

天
下
の
情
勢
は
尊
皇
派
が
優

三
家
老
も
ま
た
天
下
の
流
れ

を
察
知
し
て
、
自
ら
身
を
退

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
野
村
東
馬
は
、
福
岡
の
屋

敷
を
遠
慮
と
い
う
か
、
隠
退

余
儀
な
し
と
み
て
、
自
分
の

知
行
地
の
一
つ
で
あ
る
こ
の

「
大お

お
べ
ら平
」
に
、
自
分
の
隠
居

勢
と
な
り
、

慌
て
た
長
溥

は
三
家
老
に

任
せ
て
お
け

な
く
な
り
、

さ
れ
て
も
一
言
の
不
平
も
い

わ
ず
、
武
家
屋
敷
・
代
官
所

（
お
城
と
も
い
え
る
）
の
建

設
に
は
、
自
ら
進
ん
で
奉
仕

し
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

　
今
日
の
よ
う
に
「
立
退
き

反
対
」
な
ど
叫
べ
る
は
ず
も

な
く
、
唯
々
諾
々
と
し
て

「
殿
さ
ま
」
の
意
に
従
っ
た

の
で
あ
る
。（
次
号
へ
続
く
）

　
折
尾
学
園
都
市
の
核
と
も

い
え
る
産
業
医
科
大
学
（
以

下
医
大
）
は
、
三
十
四
万
平

現
在
の
医
大
の
し
か
も
本

部
の
玄
関
前
に
、
黒
田
藩

筆
頭
家
老
野
村
東
馬
の
代

官
所
（
屋
敷
兼
）
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
地
元
民
は

ご
本
陣
と
尊
称
し
、
い
わ

ば
〝
お
城
〞
で
あ
り
、
僅
々

二
カ
年
間
の
短
い
間
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
地
す
な

わ
ち
〝
大お

お
べ
ら平
村
〞
は
、
小

城
下
町
の
様
想
を
呈
し
た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
知
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
伝
え
聞
い
て
い
た
人
も

少
な
く
な
っ
た
が
、
大
平
地

区
に
先
祖
代
々
住
む
故
老
た

ち
が
語
る
も
の
や
資
料
な
ど

で
回
顧
し
て
み
よ
う
。

佐
幕
藩
と
し
て
藩
内
を
取
り

ま
と
め
て
い
た
。

　
長
溥
は
、
こ
れ
ら
の
家
老

た
ち
に
佐
幕
藩
と
し
て
の
藩

政
を
委
ね
て
い
た
の
で
、
一

時
期
の
野
村
東
馬
の
権
力
は
、

黒
田
五
十
二
万
石
を
掌
握
す

る
大
き
な
権
力
者
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
佐
幕
藩
と
い
う

証
を
徳
川
幕
府
に
立
証
す
る

た
め
に
、
尊
皇
派
の
藩
士
十

四
人
の
処
刑
、
百
余
人
を
処

地
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
い
き
さ
つ
で
移

り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
あ
る
が
、
こ
こ
の
住
民
に

と
っ
て
は
、
ま
だ
黒
田
藩
筆

頭
家
老
と
い
う
偉
大
な
権
力

者
「
自
分
た
ち
の
直
接
の
お

殿
さ
ま
」
と
し
て
平
伏
し
て

迎
え
た
の
は
当
然
あ
る
。

　
村
人
の
家
々
は
、
他
に
移

　
本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
歴
史
随
筆
を
数
回
に
分
け
て

紹
介
。
当
時
の
本
紙
初
代
主
宰
、
故
白
石
止
が
し
た
た
め
た

も
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
説

と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
の
折
尾
西
小
学
校
付
近
で
、
国
道
３
号
が
開
通
し
た

昭
和
34
年
頃
の
写
真
。
西
折
尾
か
ら
大
膳
方
面
を
撮
影
し
た

も
の
。
山
を
切
り
抜
い
た
跡
が
真
新
し
い
。

郷
土
の
歴
史
考
④

平成3年１月15日
第１７４号掲載

激
動
の
維
新

  

黒
田
藩
家
老
、

    

こ
の「
大
平
」に
二
年
間
隠
棲
㊤

医
大
本
部 武

家
屋
敷 医

大
校
舎

代
官
所

石川家

正門

医大病院

武芸広場

代官所や武家屋敷があった産業医科大学
（篠原廣一郎氏のご好意により写真撮影）

発掘調査が進む現場。後方に折尾駅ホーム。

「菅原神社遺跡 11 区」
線路跡地や堀川沿いの町屋遺構を調査

写真帳から見る時代の変遷
～樋口家アルバムから～

開通して間もない国道３号

　昨年 11 月から堀川町の筑豊本
線跡地や堀川沿い（土地区画整
理事業区域）で発掘調査が行わ
れている。以前から調査が行わ
れている菅原神社遺跡の一部で、
今回の区域は 11 区となる。
　発掘を担当している（公財）
北九州市芸術文化振興財団埋蔵
文化財調査室の安部和城学芸員
によると、現在、明治、大正時
代の町屋の遺構や遺物が出てお
り、さらに下層の古い時代につ
いても調査を進めていく。堀川
開作やそれ以前の時代の人々の
生活や文化を探る貴重な資料が
期待できる。
　調査は２月末で一旦終了し、
４月から再開の予定。調査結果
は北九州市芸術文化振興財団埋
蔵文化財調査室のホームページ
で公開される。興味のある方は
ご覧いただきたい。

創業61年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪）

八幡西区美吉野町 4-30
☎（093）691-1369

新築・増改築・修繕
まごころと技術の住まいづくり

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

2025年（令和７年）３月15日第529号奇数月刊


